
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所での良好な生活環境を確保するための 
車両・資機材を整備します 

能登半島地震での避難所における生活用水の確保、トイレ対策、プライバシーの

確保等の教訓を踏まえ、市では安心して避難生活が送れる環境を確保するための車

両や資機材を整備します。 

 

整備する車両・資機材 

・給水車                                   １台 

・トイレカー                               １台 

・災害貯水タンク                             ９基 

・ワンタッチパーティションテント（一般用）      500基 

・ワンタッチパーティションテント（要配慮者用）   24基 

・折りたたみ式ポータブルベッド         1,000台 

・段ボールベッド                  12台 

・防災倉庫                                 ９基 

事業費 

82,744千円 

※新しい地方経済・生活環境創生交付金（地域防災緊急整備型）を活用。 

（補助率：１／２（国庫） 交付上限：市町村40,000千円） 

 

【整備する車両・資機材】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料  16 

記 者 発 表 資 料 
令和７年２月 14日(金) 

日 高 市 
総務部 危機管理課 防災・消防担当 

℡042-989-2111内線 3342 

課長 清野 良仁 

担当者職・氏名 主幹・吉野 正晴 

令和７年度 

一般会計予算における 

 重点施策 

▲給水車           ▲トイレカー（ソーラーパネル発電装置付き） 

新しい地方経済・生活環境創生交付金 
（地域防災緊急整備型） 

交付金 

安心安全のまちづくり 
災害対応事業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲災害貯水タンク        ▲ワンタッチパーティションテント 

（一般用） 

 

▲ワンタッチパーティションテント    ▲折りたたみ式ポータブルベッド 

（要配慮者用） 

▲段ボールベッド              ▲防災倉庫 

 


